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≪行事の予定≫
8月は定例行事を
お休みします。
☆早朝座禅

9月14日（土）
9月29日（日）
10月12日（土）
10月26日（土）

☆写経会
9月25日（水）
10月22日（火）

【護持会費・墓地管理料のお願い】
７,８月は護持会費と境内墓地管理料の
納付をお願いしております。
市内地区の方は、お世話人さんの取り
まとめをお願いしております。
市外県外の方には郵便振替用紙を同封
しておりますが、市内の方でも振込み
が良い場合は下記口座にお願いいたし
ます。

　郵便振替口座

　口座記号番号　01580-2-2970

　口座名称　　　安住寺

なお、納付済みの方へ行違いに振替用紙を
送付してしました場合は、ご了承ください。

今
年
初
盆
会
を
迎
え
る
方
々

【
俗
名

】
　
　
　

【
年
齢

】
　

【
住
所

】

橋
本
　
節
子
様
　
七
十
七
歳
　
安
岐
町

阿
部
八
千
代
様
　
五
十
五
歳
　
別
府
市

山
根
　
美
保
様
　
五
十
五
歳
　
桃
山

室
　
フ
ジ
コ
様
　
九
十
三
歳
　
武
蔵
町

今
村
　
　
卓
様
　
七
十
六
歳
 
古
野

中
野
　
弘
吉
様
　
八
十
九
歳
　
西
上

諸
富
　
タ
マ
様
　
九
十
五
歳
 
菊
本

加
藤
マ
サ
子
様
　
九
十
四
歳
　
菊
本

井
上
イ
ツ
キ
様
　
九
十
一
歳
　
南
台

栗
林
　
　
実
様
　
六
十
九
歳
　
福
岡
市

須
賀
　
悦
子
様
　
九
十
七
歳
　
杉
山

麻
生
　
義
子
様
　
九
十
六
歳
　
藤
の
川

髙
橋
　
麗
子
様
　
六
十
八
歳
　
守
末

江
藤
ユ
キ
子
様
　
八
十
　
歳
　
東
大
内
山

川
上
　
　
浩
様
　
九
十
五
歳
　
桃
山

是
久
　
信
二
様
　
八
十
六
歳
　
別
府
市

西
　
美
智
子
様
　
八
十
八
歳
　
別
府
市

藤
原
　
定
喜
様
　
九
十
三
歳
　
行
橋
市

源
田
　
道
子
様
　
八
十
四
歳
　
丸
尾

麻
植
　
常
子
様
　
七
十
九
歳
　
鴨
川

藤
原
　
豊
吉
様
　
八
十
九
歳
　
東
大
内
山

岩
口
　
花
子
様
　
九
十
七
歳
　
守
末

小
深
田
智
加
子
様
九
十
二
歳
　
広
小
路

城
　
　
　
寛
様
　
七
十
七
歳
　
札
ノ
辻

麻
生
　
伸
夫
様
　
六
十
八
歳
　
藤
の
川

古
田
　
初
子
様
　
百
　
二
歳
　
西
大
内
山

濱
畑
大
次
郎
様
　
九
十
一
歳
　
中
の
原

荒
巻
　
剛
嘉
様
　
七
十
　
歳
　
西
上

井
上
　
俊
洋
様
　
七
十
六
歳
　
西
大
内
山

田
泓
　
マ
ス
子
　
八
十
　
歳
　
永
代
橋

加
藤
　
和
子
様
　
八
十
六
歳
　
下
下
司

　
　

　
　

（
檀
家
様
に
限
ら
ず

、
信
者
縁
者

　
　
　

「
や
す
ら
ぎ
の
塔

」
申
込
み
者
の

　
　
　
物
故
者
も
記
載
し
て
お
り
ま
す

。

　
　
　
住
所
は
檀
信
徒
名
簿
に
よ
る

）

 
改
め
て
、

初
盆
を
迎
え
る
皆
様
の
ご
冥
福
を

　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

　
　

10日 （土）
西大内山上 ・ 永代橋 ・ 本村

守末 ・ 馬場尾

11日 （日） 迫上・迫下・宗近・清水

魚町 ・ 桃山 ・ 錦江 ・ 杉山
中平 ・ 下本庄 ・ 中の原 ・ 鴨川

片野 ・ 守江 ・ 新興
（火）13日

187号

今年の棚経日程

札ノ辻  ・西新町 ・ 古野 ・ 下原
下下司・安岐・国東・宇佐・中津

（金）9日

令和6年7月20日 安住寺だより
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（木） 菊本 ・ 須賀 ・ 日出町

12日 （月） 南台  （初盆家多数）

山
門
施
食
会
（
せ
じ
き
え
）

　
　

八
月
三
日

(

土
曜
日

)

　
　
　
　
　
午
前
十
一
時
よ
り

本
年
の
山
門
施
食
会
は

、
午
前
十
一
時
よ
り
一
回
の

法
要
と
な
り
ま
す

。

法
要
後
に
お
斎

（
昼
食

）
を
お
出
し
い
た
し
ま
す
の

で

、
市
内
地
区
の
お
檀
家
様
は
地
区
御
世
話
人
様
に

出
席
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

。
地
区
外
市
外
の
お
檀

家
様
は

、
お
寺
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

。

※
施
食
会
お
手
伝
い
の
お
願
い

地
区
役
員
を
中
心
に
お
願
い
し
ま
す
が
、

八
月
二
日
・
午
後
二
時
～
五
名
程
度

八
月
三
日
・
午
前
八
時
半
～
十
名
程
度

お
手
伝
い
頂
け
る
方
は
、
お
寺
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東大内山上・東大内山中・東大内山下
本町 ・ 谷町 ・ 弓町 ・ 新町

広小路 ・ 北浜 ・ 西上 ・ 北台
祇園 ・ 煙硝倉 ・ 別府

（水）14日

八

月

15日 （木）
西大内山下・西大内山浜・丸尾・中尾

茅場 ・ 大添　・ 安心院 ・ 大分市

8日
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

令
和
六
年

盛
夏

住

職

矢
野

明
玄

責
任
役
員

矢
野

玄
徳

責
任
役
員

中
村

文
三

総

代

一

同



187号

【
日
々
是
好
日

】

＊
四
月
五
日
合
掌
会
役
員
会

、
合
掌
会

総
会
な
ら
び
に
今
年
度
予
定
に
つ
い
て

話
し
合
い

。
＊
四
月
八
日
降
誕
会
法

要

。
花
御
堂
を
飾
り
甘
茶
の
接
待
を
い

た
し
ま
し
た

。
＊
四
月
二
十
三
日
・
説

教
会

、
卒
塔
婆
供
養
・
無
縁
供
養
施
食

会

。
本
年
よ
り
一
日
の
日
程
で
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。
合
掌
会
総
会

も
日
程
に
組
み
込
ん
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が

、
総
代
様
合
掌
会
役
員
の
皆

様
の
御
協
力
に
よ
り
無
事
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た

。

＊
五
月
二
十
四
日
決
算
会
を
開
催
し
責

任
役
員
・
総
代
の
皆
様
に
令
和
五
年
度

の
決
算
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た

。
続
い
て
地
区
世
話
人
様
へ
の
報
告

を
行
い

、
引
継
ぎ
会
懇
親
会
に
替
え

て

、
お
弁
当
を
配
布
し
会
を
終
了
し
ま

し
た

。
＊
七
月
十
五
日
西
下
司
区
須
賀

の
水
神
祭
り
に
は
閑
栖
和
尚
が
お
勤
め

し
ま
し
た

。
＊
今
年
も
お
盆
の
時
期
と

な
り
ま
し
た

。
年
々
市
内
の
檀
家
の
戸

数
が
減
っ
て
い
ま
す

。
日
出

、
別
府

、

大
分
市
な
ど
棚
経
に
回
っ
て
お
り
ま

す

。
今
迄
お
参
り
に
伺
っ
て
い
な
か
っ

た
お
宅
で
も

、
お
勤
め
に
上
が
り
ま

す

。
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い

。
＊
お
盆
明
け
九
月
に
は
敬

老
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

。
合
掌
会

役
員
の
皆
様
と
相
談
の
上

、
実
施
の
ご

連
絡
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す

。
＊
暑

さ
厳
し
き
折

、
檀
信
徒
の
皆
様

、
ま
た

コ
ロ
ナ
も
流
行
の
兆
し
と
聞
き
ま
す

。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
住
職
明
玄
合
掌

　
　
　安住寺境内墓地をご使用の皆様へ
　近年、当寺境内墓地使用者の中で継承者が不明断絶となった無縁墓が増加しています。
　一部には、倒壊が心配されるお墓もあります。
　つきましては、安全と適正管理のため、本年より墓地整理契約をしているお墓を含め、50年以上無
縁状態のお墓より、順次整理工事を行います。
　万一、整理予定の墓地使用者・継承者・縁者をご存知の方は、お寺までお知らせください。
工事中参拝の方にはご迷惑をおかけしますが、何卒よろしくご理解ご協力をお願い申し上げます。
工事は、最終確認と予算、業者の都合等により数年かかる予定です。
着工は、令和6年8月25日頃の予定です。
整理するお墓の穂石と遺骨は、数カ所に分けて安置します。
工事は、初めに赤紐の印をしたお墓から行い、次いで青紐の印をした
お墓の順で行います。

　

「
無
常
の
世
に
処
し
て

」

　
元
日
の
能
登
半
島
震
災
か
ら
半
年
以
上
が

過
ぎ
お
盆
を
迎
え
ま
す

。
こ
の
間
に
も
様
々

な
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た

。

　
つ
い
先
日

、
ア
メ
リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
前
大

統
領
の
暗
殺
未
遂
事
件
を
見
て

、
二
年
前
の

七
月
に
起
こ

っ
た
安
倍
首
相
の
銃
撃
事
件
が

思
い
起
こ
さ
れ
た

。

　
仏
教
で
は

「
生
滅
流
転

」
こ
の
世
に
永
遠

不
変
な
も
の
は
な
く

、
無
常
で
あ
る
こ
と
を

説
き
ま
す

。
　

　

『
金
剛
経

』
の
一
節
に
は

「
一
切
有
為
法
 

如
夢
幻
泡
影
 
如
露
亦
如
電
 
当
作
如
是

観

」
と
あ
り
ま
す

。

「
す
べ
て
の
現
象
は
夢

や
幻

、
泡
や
影

、
露
や
電
光
の
よ
う
に
は
か

な
く

、
一
時
的
で
あ
る

」
と
い
う
意
味
で

す

。
目
に
す
る
も
の

、
手
に
す
る
も
の

、
感

じ
る
も
の

、
す
べ
て
が
無
常
で
永
遠
で
は
な

い
と
い
う
教
え
で
す

。

　
ま
た

、
鴨
長
明
の

『
方
丈
記

』
の
冒
頭

「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て

、
し
か
も

も
と
の
水
に
あ
ら
ず

。
淀
み
に
浮
か
ぶ
う
た

か
た
は

、
か
つ
消
え

、
か
つ
結
び
て

、
久
し

く
と
ど
ま
り
た
る
た
め
し
な
し

。

」

　
こ
の
部
分
で
は

、
自
然
の
川
の
流
れ
を
た

と
え
に
出
し

、
私
た
ち
の
人
生
も
絶
え
間
な

く
変
化
し

、
無
常
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い

ま
す

。

　
日
常
で
は
自
然
災
害

、
社
会
の
変
化

、
人

間
関
係
の
移
り
変
わ
り

、
大
切
な
方
を
亡
く

す
な
ど

、
無
常
を
感
じ
る
こ
と
ば
か
り
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

。

　
葬
儀
の
時
に
お
唱
え
す
る

、

『
正
信
無
常

観

』
の
結
び
に

「
我
身
は
生
死
無
常
の
浮
世

に
在
り
と
言
え
ど
も

、
心
は
高
く
真
如
の
都

に
遊
び
て
煩
悩
の
塵
垢
に
汚
さ
れ
ず

、
気
は

ひ
く
く
世
間
の
衢
に
交
わ
る
も

、
本
覚
の
霊

光
を
く
ら
ま
さ
ず

、
～
中
略
～
自
利
利
他
円

満
具
足
し
て

、
め
で
た
く
二
世
安
楽
の
素
懐

を
成
就
す
る
も
の
と

、
深
く
信
じ
て
安
心
決

定
す
べ
き
も
の
也

」
と
あ
り
ま
す

。
よ
く
よ

く
感
じ
取

っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す

。

令和6年7月20日 安住寺だより

無縁墓地整理事業のお知らせとお願い

合掌会総会の様子


